
令和4年2月14日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全正規教員が週1回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週1回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週1回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「推進できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が「おおむねできた」と回答した。

２：６０％以上の教員が「おおむねできた」と回答した。
１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。
4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。
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生徒の学校評価
アンケート「前向き
に学習に取り組む
ことができている」
「先生は、学習で
困ったときに適切
な指導や助言をし
てくれる」等に係る
項目において肯
定的に回答した割
合
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0
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　　規則正しい生活習慣の確立へ向けて、　「早寝・早起き・
朝ごはん」チェックシート、タブレット端末を活用した健康
チェック表の活用、保健委員会による睡眠の重要さに関する
発表等、この取組等を通して、生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行った。また、タブレット
端末のアプリ機能を活用し、オリンピック・パラリンピック競技
大会の自宅での観戦を推進し、スポーツに親しむ態度の育
成を図った。保護者・生徒対象の学校評価アンケートの「ス
ポーツ活動の習慣化」、「生徒会活動、委員会活動、部活動
等への取り組み」等に係る肯定的回答の割合は、前者が保
護者・生徒ともに60％程度だった。「生徒会活動、委員会活
動、部活動等への取り組み」に関しては、保護者が7４%で、
生徒は７5％だった。昨年度とほぼ同様の結果だった。
　今後も、タブレット端末を活用して、保護者と共同で、生徒
の健康チェック表を用いた自発的な規則正しい生活習慣獲
得を支援していく。また、給食だより等による食育や、「早寝・
早起き・朝ごはん」の取組の充実を図っていく。体力向上に
ついては、体育の授業や休み時間、部活動等で体力向上を
目指して効果的に身体を動かす場の設定をしていく。
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２：
60%
以
上

１：
60%
未
満

４：
 80%
以上

　三者面談時等で、学習カウンセリングを実施した。大田
区学習効果測定の平均正答率は昨年度とほぼ同様の結
果だった。授業以外での自主的な学習として、定期考査
前や各種検定前の補習教室へ熱心に取り組む生徒が多
かった。授業改善に関しては、生徒対象の授業アンケー
ト等を学期ごとに実施し、各教科で結果分析し、授業改善
策を授業改善プランとして作成した。また、本プランを基に
「主体的に学習に取り組む態度」の育成に関して教科を
越えて教員同士が学び合う校内研修を実施した。
生徒の学校評価アンケートの「前向きに学習に取り組む
ことができている」「先生は、学習で困ったときに適切な指
導や助言をしてくれる」等に係る項目では、ともに肯定的
評価は80%程度で昨年度とほぼ同様の結果だった。
　今後も、タブレット端末を活用した家庭学習の支援、補
充教室の実施、教科横断的な視点での授業改善を進

め、指導と評価の一体化を図っていく。

　今年度も１年生全員にスクールカウンセラー
面談、生活アンケート、Hyper QU（学級集団調
査）を実施して、課題の早期発見、早期対応に
努めた。また、年３回の全教員による教育相談
を実施した。また、生徒一人ひとりの良さを見付
け、直接伝えることで生徒自身の自尊感情を高
めるエールウィークの取組を行った。
「良好な友人関係」「先生は、悩みを聞いてくれ
たり、相談に応じてくれている」への肯定的回答
はともに70%程度だった。今年度は、教育相談
の機会を例年以上に充実させたが、長引くコロ
ナ禍での学校生活等により、悩みを抱える生徒
の割合が多いことを踏まえ、より一層日常の相
談活動を実施していきたい。
　小中一貫での道徳科での授業の取組や学校
全体での道徳教育の充実に努めたが、本校で
は、不登校傾向にある生徒の割合が大田区出
現率以上であった。
今後も、関連諸機関とのさらなる協働により、多
様な生徒のコロナ禍での心の健康を守る取組
の充実に努め、いじめの未然防止や対応等に
おける教員の実践力を高めていきたい。

Ⅰ　学校教育目標
　人間尊重を基本とし、豊かな個性と創造力をもつ人間形成をめざして
１　健全な心身を育てる　　　　２　進んで学ぶ態度を育てる　　　 ３　豊かな心情を育てる
Ⅱ目指す学校像
≪生徒・保護者・地域の信託に応える≫
      『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自己肯定感　地域の信頼　』
〇 生徒にとって学校に行くことが楽しみになる学校　　　　　　　　　　　　　　　　〇 地域にとって誇りとなる学校

〇 教職員にとって子どもたちの成長に誇りと働きがいが感じられる学校　　　〇 保護者にとって子どもを通わせて本当によかったと思える学校

３：
 70%
以上

保護者・教員・生
徒対象の学校評
価アンケートの
「学校は、学校の
様子を保護者・地
域に伝えている
（HP・学年だより・
学校だよりなど）」
等に係る項目にお
いて肯定的に回
答した割合

３：
 70%
以上

２：
60%
以上

４：
80%
以
上

保護者・生徒対象
の学校評価アン
ケートの「授業は、
映像や図で見せ
るなど、工夫があ
り、わかりやすい」
「授業は、話し合
い活動や発表など
があり、友達の意
見を聞いたり、考
えを伝えたりでき
る」等に係る項目
において肯定的に
回答した割合

保護者・生徒対象
の学校評価アン
ケートの「スポーツ
活動の習慣化」、
「生徒会活動、委
員会活動、部活動
等への取り組み」

に対する肯定的
回答の割合

A

４：
80%
以上

学校関係者記入欄

4

4

0

4

B

・コロナ禍で、タブレット等の
活用が進んだと思います。
・従来の学校教育が難しく
なった中、ICTを取り入れたり
等、様々な工夫がなされてい
る様、拝見しました。何が起こ
るか分からない今の時代に
は、必須な学習方法ですね。

0

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

令和３年度　大田区立馬込中学校　自己評価　取組内容・取組指標

6

2

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを
明確にし、地
域に開かれ
た教育の実
現を目指し
ます。また、
相互の連携
を深め、子ど
もを育てる仕
組みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

目標に対する成果指標

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載
する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

　地域と連携した行事やボランティア活動に関し
ては、感染症対策の観点から中止や実施形態
の変更等を行った。保護者・生徒・教員対象の
学校評価アンケートの「学校は、学校の様子を
保護者・地域に伝えている（HP・学年だより・学
校だよりなど）」への肯定的回答は教員１００％、
保護者91%、生徒81％で、昨年度とほぼ同様の
結果だった。毎週の学年だよりの発行、特集記
事形態の学校HPブログ「馬中ダイアリー」、「学
校だより」を発行し、学校での生徒の様子を家庭
に伝えた。
「地域清掃」に関しては感染症拡大防止の視点
でボランティア活動の機会を提供することとなっ
た。
　本校は、例年５日間の職場体験を実施してい
たが、本年度は感染症対策として、職業講話と
した。また、町会との合同防災訓練は感染症拡
大防止の観点から中止となった。そのため、校
内での地域学習を行った。今後も生徒が地域の
一員としての自覚を持ち、学校などでの学びを
地域の課題解決へとつなげていくことができる
子供の育成を図る。
　

・地域の行事もそのほとんど
が中止になっております。こ
れまで馬込中学の生徒さんに
は地域行事に積極的に参加
していただき、また学校行事
は地域の者として必ず参観さ
せていただき、とても良い交
流が出来ていました。コロナ
が収まり、生徒の皆さんと接
することが出来るようになりま
すよう、心待ちにしておりま
す。

４：
 80%
以上

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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大項目 取組内容

子ども一人
ひとりの正義
感や自己肯
定感、自己
有用感など
を高めるとと
もに、自他の
生命を尊重
する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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生徒対象の学校
評価アンケートの
「良好な友人関
係」「先生は、悩み
を聞いてくれたり、
相談に応じてくれ
ている」等に係る
項目において肯
定的に回答した割
合

４：
80%
以
上

取組
評価

D

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）
の結果よりストレス症状のみられる児童・
生徒に対して組織的に対応する。

4

3
３：
70%
以
上

4

A

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな
学力を定着
させます。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

4

4

4

4

学習指導講師等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

生徒による授業アンケートを年2回実施
し、授業改善に生かす。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進
する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方法
について、指導する。

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康
増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取
組を実施する。

スクールカウンセラーや関係諸機関との
連携を密にし、生徒理解を深める取組を
推進する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

全教員が部活動や委員会活動を担当
し、日常的に体を動かす習慣を付けさせ
る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等
を通して、児童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意識啓発を
行う。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや学
校のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

漢字検定・数学検定・英語検定等の検定
試験を推進し、学習への意欲を高める。
検定前の学習講座や定期考査前の学習
教室を実施し、学習を支援する。
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１：
60%
未満

・多感な中学生でかつコロナ
影響で肯定率が上がりにくい
と考えますが、教員の「決して
諦めない。置いていかない。」
という覚悟と温かさが子供達
を救ってくれるものと思いま
す。　　　　　　               ・豊
かな心は日常の教育活動に
より醸成されると思います。

・家庭と地域の協力により、
健全な教育が推進できると思
います。

・教育環境や家庭・地域で肯
定率が特に高いのは、学校
側の配慮があってのことだと
思います。
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　授業公開に関しては、感染症対策として主に学年
便り等の紙面での公開となった。生徒対象の授業ア
ンケート等を学期ごとに実施し、指導と評価の一体
化を目指し、信頼される適正な評価・評定に関する
校内研修を年に３回実施した。授業改善セミナーで
は、主任教諭から若手教員へのＯＪＴによる授業力
向上研修をオンラインで実施した。また、若手教員な
どを中心に大田区教育推進校研究発表会等へ参観
し、他の教員への還元研修を実施した。生徒理解の
一環として、特別支援教育における教員の資質向上
を図るため、週に一度の生活指導部会および拡大
委員会などを実施し、配慮を要する生徒への具体的
な支援に関して情報共有し関連機関とともに心身の
支援を実施した。保護者・生徒対象の学校評価アン
ケートの「授業は、映像や図で見せるなど、工夫があ
り、わかりやすい」への肯定的回答は生徒が85%、保
護者は89％で、昨年度とほぼ同様の結果だった。
　生徒対象の学校評価アンケートの「授業は、話し
合い活動や発表などがあり、友達の意見を聞いた
り、考えを伝えたりできる」への肯定的回答は生徒
84%、保護者85％で昨年度とほぼ同様の結果だっ
た。今後も様々な研修の機会を生かして、生徒の教
育環境の充実を図る。
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プ
ラ
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１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と自
信を身に付
けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

4

　
保護者・生徒・教
員対象の学校評
価アンケートの
「様々な教育活動
の場面で多様な
他者と協働できる
コミュニケーション
能力の育成」「ＩＣＴ
を活用した授業の
実施」等に係る項
目において肯定
的に回答した割合

４：
80%
以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、
ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した授
業を実施する。

4

4

 持続可能な未来社会の創り手の育成へ向け
て、校長の経営基本方針「生徒と教師がともに
学び合う学校づくり」を全教育活動で保護者、教
員、生徒へ周知した。また、オリンピック・パラリ
ンピック競技大会開催都市の一員としての自覚
を促すとともに、人権尊重の理念を基にした教育活
動を推進した。
学校評価アンケートの「様々な教育活動の場面で多
様な他者と協働できるコミュニケーション能力の育
成」等に係る項目では、肯定的評価は8０％以上で
昨年度とほぼ同様の結果だった。今年度は、運動会
等様々な学校・学年行事を実施できた。しかし、新
型コロナウイルス感染症予防の観点から、学年を横
断したり、地域をフィールドにした従来の教育活動は
一部見送ることになった。また、「ＩＣＴを活用した授
業の実施」等に係る項目では、肯定的評価は９０％
以上だった。教科の授業だけではなく、校外学習等
でもタブレット端末を活用し、総合的な学習の時間を
中心として、「個の学び」と「集団の学び」の往還を図
りながら、多様な考えを持つ仲間とともに協働的に
課題解決を図ることのできる力の育成ができた。今
後は、GIGAスクール構想の具現化へ向けて、ハー
ド面ではタブレット端末の適正な管理と運用を行う。
ソフト面では、教員へのICT活用研修機会の保障と
授業での様々なアプリの活用促進する。また、学習
指導要領を遵守した教育活動推進を図る上で、若
手教員を中心とした教員の校内研修の活性化へ取
り組む必要がある。

A 6

・コロナ禍で教職員の皆様の
ご苦労をお察しいたします。
・コロナ禍であまり授業参観
ができず、残念でした。
・感染対策を徹底していただ
き、感謝しています。今後、以
前のように行事等ができます
ようにと思っております。
・取組評価「３」の内容につい
て、本来全教員が行うべき取
組を、一部の教員が未達成
だったという結果であれば、
その原因と指導への影響を
精査し、周りの教員からの
バックアップがされるように期
待します。
・ICTの活用は正に日進月歩
であり、子供達の方が数段上
であるという認識を基に、教
員の自らのアプリ等の積極的
な学習と活用をお願いしま
す。
・全体として、おおむね良好な
結果だが、100％は無理でも
挑戦値を設定してはどうで
しょうか。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

3
３：
70%
以
上 B 2

２：
60%
以
上 C 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
１：
60%
未
満 D 0パソコンやタブレットなどの情報機器を活

用した指導を実施し、生徒の情報活用能
力の育成を図る。

4

0C

0D

学年だよりを週1回発行し、生徒の様子
をきめ細かく保護者に伝える。 4

２：
60%
以上

１：
60%
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を
実践する。

各学年で地域についての学習を行い、地
域の一員としての自覚を養う。

Ⅲ 学校経営の基本方針
「大田区教育委員会の主要施策」をふまえ、本校教育目標の実現と、生徒と教師がともに学び合う学校づくりを目指す。『安全・安心 基礎・基
本
正しい言葉 自己肯定感 地域の信頼』をキーワードに全教職員の力を結集し、子供たちが自律し生き生きと輝ける学校経営に努める。

Ⅳ 本校の特色
・生徒会を中心とした地域清掃等のボランティア活動 ・特別支援学級と通常の学級との交流 ・地域との防災訓練
・生徒主体の行事の実施


